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日食襯測の纏験
兵庫縣伊達英太郎
　生れて初めて日食なるものを多少共科學的な眼を以て見たのは1927年6月
29日だった．此の頃には，もう大分天文の方の知識も分って來てるた時分で，
當時科學書報肚で，五藤式甲號望遠鏡と云って大々的に費出してゐ？e，シン
グル封物レンズながらマア共頃では唯一のアマチュア用天髄望遠鏡を持って
るたので，書過ぎから友人と共に観測準備に二念なかった．危な氣な屋根上
の火の見壷に望遠鏡を据えて手ぐすね引V・て待ちかまへた．此の日は丁度學
校の試験前だつたが其の時の頭の中には試験の事なんか全然考へてをらす，
只物心づいて初めての日食の有様を想像して胸躍らせてみたのです．32度を
超す猛暑の中に立ちつくしたものです．
　やがて時は來た．16時20分，50倍の観野中に輝v・てるた太陽の一一部が知ら
ぬ間に凹んで來た．し初まった！「敷喜の震え聲；だった．しどれどこに「と友
人が一寸のぞく．待つ間ももどかしくすぐアイピiスへくらひ付く．食はド
ンドン進行して圓い黒v・月は遠慮無く廣大無邊の太陽の慈顔を蝕んで行く，
私は寳島で甕物を岩の聞で見付けた様に目に押しつけては感嘆した・L妙な
ものだナア「と思ったりしこんな宇宙の大異攣を知らぬ顔に世間の人はどうし
てみるのか■と一般人をあはれに思ったり，急がし氣に道行く人に大聲で怒
なってやらうかしらと考へだり，叉．H食の時刻を秒迄豫報ずる数學，天文
勤力の鰍さに感心したりしてみる・戸に・塒には一吉が食されて館とな
った・馳せつけた一人の友人と交る交るアイピ1スを覗きながら，三二に驚
嘆すると共にこの二二を眼の邊り見せてくれる望遠鏡に感謝した次第です．
其中に叉黒い月はどんどん進んで前と反封に黒い圓盤像は刻々太陽面から退
き初め17時40分完全に復圓した．皆ホツと息をつV・た．太陽は知らぬ顔にカ
ンカン照りつけてみる．往來には吾關せすと云った顔の人々が急がしさうに
歩いてみる．しこんな面白い現象を見もせすに「と氣の毒に思はなv・でるられ
なかった．
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÷謝れたら少しは氣温下るかと思ってみたが．そう云へば吋醐
が僅かながら薄暗くなった様であっだが，氣盗迄は側付かなかった．
　其後度々日食はあったが曇天等の爲めに見す．昨年のロ1ソップ島の日食
を迎へたのでしたが，ロ1ソップでは美事に威功された由で結構でしたが，
内地特に近畿地方では早朝からカラツと晴れた日本崎れに，大分アチコチで
日食を見んものと大勢の人が期待されてるた様ですが，食の初まる直前或は
初蔚の直後，恰もしそんなものは見てはいかぬ「と云った天の御使ひの如き黒
v・濃v・雲が太陽をかくし，二上雲量は釜ぐ増加して，途に雨さへ降り出す始
末で，私の方でも寓眞撮影装置を取付けた11c．m反射赤道儀や時計に用ひ
る36m．m小屈折鏡にアワテテ覆ひを掛けると云ふ具合で，美事に不成功に
終った．しかも午後にはLサアもう見ても良うしい「とばかり黒雲の幕は切
れ，何事も無かった檬に日が照り出した時には實際腹が立って泣き度い位だ
つた．L浮世はとかく儘にならぬ「ものです．
　希はくば，來年の北海道日食には日本全二L快晴に恵まれる様所って欄筆し
ます．駄文をお許し下さい．　　　　　　　　　　　　　（10．9．】2）
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